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【提案者】大阪府・兵庫県・大阪市・神戸市・堺市





新たなPPP/PFI制度を活用した阪神都市圏都市圏高速道路等の一体的運営に関する提案





別紙２





収支イメージ





提案事業の目的








■対象施設


阪神都市圏の高速道路ネットワーク（約600km）


・既存の高速道路ネットワーク


・「ミッシングリンク」


⇒淀川左岸線延伸部・名神湾岸連絡線・大阪湾岸道路西伸部・播磨臨海地域道路










































































■事業概要


＜「競争的コンセッション方式」の導入＞


高速道路運営のノウハウを有する民間事業者に「事業権」を付与し、阪神都市圏の高速道路を一体的に管理・運営、現在の高速道路債務の着実な償還を前提として、料金収入や新たな事業展開による収益を原資に「ミッシングリンク」の早期整備を行う。





























































































































＜実現に向けた検討事項等＞


競争的コンセッション方式の導入にあたり、関係自治体の意見が反映できる仕組みを構築した上で、以下のような道路関係法令上の課題について整理・検討が必要。


①高速道路会社や地方道路公社が行うこととなっている高速道路の運営に、民間事業者も参入できる仕組みの構築


②新たな運営主体が、エリア内の高速道路施設を一体的に運営できる仕組みと将来的に高速道路を健全に維持していく仕組みの構築


③現行の料金徴収期間（現行法では平成62年度まで）の制限緩和（延長）


④一定の制限のもと、民間事業者の裁量による柔軟な料金設定が可能な制度の構築


⑤道路空間を収益事業に活用するための占用条件の緩和








利用者にとってより利用しやすい料金体系とネットワーク構築のため、


①　阪神都市圏の高速道路を一体的に管理・運営


②　「ミッシングリンク（高速道路の不連続区間）」の早期整備　　　　　を目指す。




















提案事業概要





コンセッション方式のイメージ





対象路線エリアイメージ





注）事業権：  ①新規路線・既存路線の料金設定及び料金徴収を行う権利


②料金収入を原資として新規路線を整備する権利


③新規路線・既存路線を維持管理する権利


④道路資産（SA・PA、高架下等）や周辺地を活用した収益事業を行う権利








